
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 上位・関連計画に整合した 

人口の将来見通しに関する整理 
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１．上位・関連計画等における人口の将来見通しの整理 

○ 国立社会保障・人口問題研究所の推計(平成30(2018)年3月公表)による人口の将来見通し

は、今後も引き続き減少傾向で推移すると予測されており、概ね10年後の令和12(2030)年

は16,734人で平成27(2015)年を基準に4,494人、21.2％の減少、概ね20年後の令和22(2040)

年は13,214人で、8,014人、37.8％の減少となることが予測されています。 

○ 栄町人口ビジョンにおいては、出生率の上昇につながる施策や社会減を抑制する施策の

効果を加味し、概ね10年後の令和12(2030)年は18,775人で、2,453人、11.6％の減少、概ね

20年後の令和22(2040)年は17,146人で、4,087人、19.2％の減少になるとしています。 

 

  表 上位・関連計画等における人口の将来見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 上位・関連計画等における人口の将来見通し 

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所（平成30年3月公表） 

栄町人口ビジョン（令和２年３月） 
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○ 国立社会保障・人口問題研究所の推計(平成30(2018)年3月公表)による、年齢３区分別人

口の将来見通しは、当面は年少人口、生産年齢人口の減少と老年人口の増加という傾向で推

移するものの、令和12(2030)年には老年人口自体も減少に転じることが予想されています。 

○ 高齢化率は、令和７(2025)年には40％を超え、令和22(2040)年には、ほぼ住民の半数が高

齢者となることが見込まれます。 

 

  表 年齢３区分別人口の将来見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所（平成30年3月公表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所（平成30年3月公表） 

図 年齢３区分別人口の将来見通し 
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２．将来想定される都市構造の変化 

国立社会保障・人口問題研究所の公表値(日本の地域別将来推計人口(平成30(2018)年推計))

を基準に、手引きに示される推計方法を参考として地区単位で推計することにより、将来想定

される都市構造の変化を整理します。 

 

（１）推計の方法 

  地区単位での推計は、100ｍメッシュごとにコーホート変化率法を用いて行います。 

  コーホート変化率法は、次に示すとおり、0～4歳、5～9歳などの５歳階級ごとの変化率

（死亡による自然減及び転出入による社会減）を用いて推計するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 コーホート変化率法について 

資料：都市計画基礎調査データ分析例（案）(国土交通省(平成25年7月)) 
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ここでは、平成22(2010)年から平成27(2015)年の100ｍメッシュごとの変化率によって推計

しますが、直近の住宅開発などによる変化が将来値に大きく影響することから、当該メッシ

ュに隣接する８つのメッシュを加えた９つの変化率の平均値で推計するものとします。 

なお、100ｍメッシュごとに推計した人口の総和は、国立社会保障・人口問題研究所の推計

(平成30(2018)年3月公表)による人口に一致するように補正するものとします。 

また、100ｍメッシュ人口は、次に示すとおり、国勢調査の小地域人口を都市計画基礎調査

の建物用途現況における住宅系建物の面積によって按分して作成するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 100ｍメッシュ人口の集計方法 
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（２）推計結果にみる人口密度の見通し 

  100ｍメッシュ単位での、概ね 20 年後となる令和 22(2040)年の人口密度をみると、安食台

や竜角寺台などの計画的に開発された住宅団地を中心に 80人/ha 以上のメッシュが減少し、

40～60 人／ha 程度にまで低下することが予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 100ｍメッシュ人口密度(平成27(2015)年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 100ｍメッシュ人口密度の将来見通し(令和22(2040)年) 
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